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【目的】ラット大腿骨骨折に対して、電磁場刺激及び超
音波照射を与え、骨折治癒過程におけるOsteocalcin、
CTGF、　CBFA－1産生に及ぼす影響を検討した。
【方法】74羽145肢のラット大腿骨骨折モデルを用い、
電磁場照射を与えた群（PE群）、超音波パルス照射を
与えた群（US群）、刺激を与えない群（CO群）の3群
に対し、術後2日、1週、2週、3週で、屠殺し、骨塩
定量、HE、　Toluidine－blue染色、抗CTGF、　CBFA－1
0steocalcin抗体による免疫染色を行い検討した。
【結果】BMDは術後1週でPE・US半群で、　CO群に
比して上昇を認め、3週目まで有意に高値を示した。
HEでは、2日目で炎症細胞浸潤がPE・US群で多く、
1週目では附図で軟骨様細胞の増殖を、さらに2週で
woven　boneの形成を広い範囲で認めた。3週では骨癒
合は完成し3平井に差は認められなかった。
Toluidine－blueは術後1週目でPE・US両群でCO群
に比し軟骨様細胞周囲に強い染色性を認め、以後染色
性は低下した。CTGF、　CBFA－1は軟骨様細胞に発現
を認め、CO群に比し、　PE・US群でより強い染色性を
認めた。Osteocalcinは刺激群特にUS群1週目をピー
クに著明な発現を認め、以後徐々にその発現は低下し
た。
【考察】電磁場刺激及び超音波照射が、軟骨様細胞の
発現、骨芽細胞への分化に寄与したと考えられた。
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【目的】Humphrey　Field　Analyzer（HFA）で正常と判
定されFrequency　Doubling　Technology（FDT）で異
常が検出された視野の予後を検討する。
【対象・方法】緑内障性視神経乳頭異常あるいは網膜神
経線維層欠損を認めHFA正常であるが、　FDTで異常
が検出された開放隅角緑内障30例30眼を対象とし、
2年後にHFAで緑内障視野異常が検出される頻度を
検討した。HFAは30－2SITAプログラム、　FDTは
G20プログラムを使用した。
【結果】FDTでの異常確率シンボル5％未満（2％、1％、
05％未満表示を含む）の存在をFDT異常と定義した
場合、HFAで視野異常が出現した例は30眼中ll眼
（37％）であった。同様に異常確率シンボル2％未満を
FDT異常と定義した場合には20眼中8眼（40％）、1％
未満では16眼中7眼（44％）、0．5％未満では8眼中4
眼（50％）にHFAで異常が検出した。これに対して、
異常確率シンボル表示が5％のみの例では11％で
HFA異常が出現したにすぎなかった。
【結論】緑内障性視神経乳頭異常あるいは網膜神経線
維層欠損を認める症例では、HFAが正常であっても、
FDTで異常確率シンボル2％未満の異常が検出され
れば2年後には高率にHFAで異常が出現する。
【考察】FDTは、　HFAより早期に緑内障視野異常を検
出し、その後の視野進行を予測する手段として有用で
ある。
（平成14年東京医科大学研究助成金授与研究）
（　21　）
